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《審議》 １．不適正保管事案への対応

環境省による「不法投棄・不適正保管対策に関する試行的財政支援拡充事業」
（以下、モデル事業という）にて、本年度、不適正保管事案の現場調査等への
支援を実施。また当該事案については、来年度以降、行政代執行による使用済
自動車等の撤去を実施予定。

１）概要

３）スケジュール

2017年1月26日開催の第72回資金管理業務諮問委員会にて、特定再資源化預託
金等の使途の一つとして、「不法投棄等対策支援事業の拡充」が審議された。この施策
の一環として、環境省によりモデル事業を実施する旨が2019年9月に示され、その候補を
募集した結果、不適正保管事案の解消に向けた取組み及び不法投棄未然防止策を支
援対象とすることとなった。

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

基本
計画

事前準備・調査等 行政代執行による
撤去・処理

未然防止策

＜支援想定額：56百万円 (20年度予算策定時)＞

（内訳）① 事前準備（支障木伐採、除草等） 17百万円
② 調査等（保管状況調査、水質調査、撤去計画策定等） 32百万円
③ 未然防止策（不法投棄監視員向け携帯端末・アプリケーション） 7百万円

２）不法投棄等対策支援事業

当該事案は、不法投棄等対策支援制度を活用し、行政代執行による使用済自動車等
の撤去・処分を2021年度に開始予定
（詳細は別紙参照）

措置命令
/撤去準備

モデル事業の
支援対象

不法投棄等
対策支援事業
の支援対象


